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アメリカの OR (出談会)

オペレーションズ・リザーチ

OR ワーカーの給料調育(カナザ〉
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お 願 し、

経営科学第 8 巻 3 号に下記のような誤植がありましたので御手数で

すがお切り取りの上貼付御訂正を願います。

下記を 171 頁左側上段へ 下記を 170 頁左側上段へ

倉庫の配置とか容量もシミュレーションのなかに組 んというノルマがあるそうです。あれば非常に L、い

みこんである。それから飛行機の出発するまでのこ と思いました。とういう乙とを各企業の上に立つ方

まかい整備段階までシミュレーションとしてあるの が指導して下さると，あまり卑 F しないでOR をど

です。もう一つはシミュレーションとデシジョン・ んどん発表するというととに友れば，わが学会t ぃ

セオリーの結合の傾向が最近非常に出てきているの ろいろセクションが分かれて始まるか 4 しれないと

ではないかと思います。 思うのです。

木下 リスク・シミュレーションです。 司会 問沢先生，向うの学会と日本の学会との質的

矢矧今まではいわゆるシミュレーションするだけ なレベルというのはいかがですか。

下記を 176 頁左側上段へ 下記を 175 頁左側上段へ

イが少ないということがいえます。中部のほうは， 本でどうしてああいうものが育たないかということ

質も量も東部，西部と格段の差が出てしまっている になってしまうのですが，どうなのですか〈私自体

ということが一般的印象です。 それが疑問なのです。

村中 それにつきましてスタンフ f ード大学のワプ MITのインダストリアル・タイナミ クスのブ

ナー先生といろいろお話したのですが，西部は今か ォレスター教授の下にいるロパートという町教授に

ら発達していく地域なのだということ。たとえば石 会つえら，その人が社長でそこだけのコンサルタン

油工業とか，機械でも精密機械工業とか今からだん ト会社を作ってやっているというのて\そういう非

だん大きく怠っていく，だんだん，地域開発をして 常にとまかいところまで専門のコンサ'~，子ィンプ会

いく。 社があるのかと，大へんびっくりしました。これは日

従って産学共同関係ということで，スタンフ寸一 本ではちょっと考えもつかないことだと思Hますョ

ド大学は現在でも政府関係，あるいは軍関係の仕J事 司会 マーケットが広いので，守備範闘が非常に強

の委託が一番多くなっているということでございま いのですね。コンビューター・アプリウーションで

す。それからロスアンゼルスは.毎月大体 2 万近く も， n分の得意なところの業種をハ〆と限ってしま

人口がふえていることでして，産業がだんだん発展 うとか一一それで成り立つのでしょうねc 日本では

していくシンボルではないかと思いますね。 それがないから，何にでも予を出して専門京は深く

司会 ORのメンパーの分布からいうと数としては なら念いというととでしょう。

東部が圧倒的に多いでしょうね。 矢矧大学の方がいらっしゃるところで申し上げる

国沢 そうでしょうね。しかしORに限らず，向う のはちょっと惑いのですが，日本の大学というのは

の 3 軍のリサーチというのは，政府の資金が大き l円 上に行くに従って，大学院まで含めて，教育が比較

ですからね。 的充実していないーーというと言葉が悪いのですが
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